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小笠原の花・木・鳥・魚 

花  ムニンヒメツバキ    木  タコノキ 

鳥  ハハジマメグロ      魚  アオムロ 

ﾀﾞﾑ 貯水率 

10/27 現在 

父島 

100/100 

母島  

100/100 

9 月気象状況    （父島） 

最高気温   32.2℃ 

最低気温   24.8℃ 

平均気温   28.8℃ 

平均湿度   84％ 

月降水量  171.5mm 

住民基本台帳登録者数（10/1） 

             2,598 人 

             父島      母島               

  人口      2,145 人   453 人 

  世帯      1,222    273 

                                               

  

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
状
況
に
よ

っ
て
は
、
本
号
掲
載
の
各
行
事
の
取
り
や
め
、
変
更

が
行
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
村
民
の
皆
様
の
ご

理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

①
感
染
防
止
の
た
め
に
お
願
い
し
た
い
こ
と
 

 
小
笠
原
村
の
特
性
を
加
味
し
た
村
内
で
の
行
動
指

針
『
小
笠
原
版
「
新
し
い
日
常
」
の
過
ご
し
方
』
を

目
安
に
日
々
の
生
活
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
日
ご
ろ
か
ら
、
手
洗
い
、
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液

の
使
用
、
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
等
の
基
本
的
な
感
染
症
対

策
の
徹
底
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
行
動
指
針
は
、

掲
示
板
、
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
ほ

か
、
役
場
に
お
い
て
も
配
布
し
て
い
ま
す
。
 

 
ま
た
、
村
で
は
関
係
機
関
の
協
力
の
も
と
、
東
京

（
竹
芝
）
か
ら
の
乗
船
客
に
対
し
、
事
前
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
の
試
行
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

 
上
京
し
て
帰
島
す
る
際
に
は
検
査
を
受
け
て
い
た

だ
く
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
来
島

す
る
関
係
す
る
方
々
に
対
し
て
も
検
査
へ
の
ご
協
力

を
お

伝
え

い
た

だ
き

ま
す

よ
う

お
願

い
い

た
し

ま
す

。
 

②
相
談
・
受
診
前
に
次
の
こ
と
を
心
が
け
て
く
だ
さ

い
。
 

・
発
熱
等
の
風
邪
症
状
が
見
ら
れ
る
と
き
に
は
、
学

校
や
会
社
を
休
み
外
出
を
控
え
る
。
 

・
発
熱
等
の
風
邪
症
状
が
診
ら
れ
た
ら
、
毎
日
・
体

温
を
計
測
し
て
記
録
し
て
お
く
。
 

 
③
次
の
症
状
の
方
は
、
い
き
な
り
診
療
所
に
行
か

ず
、
マ
ス
ク
を
着
用
し
外
出
を
控
え
、
新
型
コ
ロ
ナ

受
診
相
談
窓
口
（
島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所
２

―
２
９
５
１
）
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

○
少
な
く
と
も
以
下
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合

に
は
、
す
ぐ
に
御
相
談
く
だ
さ
い
。（

こ
れ
ら
に
該

当
し
な
い
場
合
の
相
談
も
可
能
で
す
。）

 

☆
息
苦
し
さ
（
呼
吸
困
難
）、

強
い
だ
る
さ
 
（
倦

怠
感
）、

高
熱
等
の
強
い
症
状
の
い
ず
れ
か
が
あ
る

場
合
 

☆
重
症
化
し
や
す
い
方
（
※
）
で
、
発
熱
や
咳
な
ど

の
比
較
的
軽
い
風
邪
の
症
状
が
あ
る
場
合
 

（
※
）
高
齢
者
、
糖
尿
病
、
心
不
全
、
呼
吸
器
疾
患

（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
等
）
等
の
基
礎
疾
患
が
あ
る
方
や
透
析

を
受
け
て
い
る
方
、
免
疫
抑
制
剤
や
抗
が
ん
剤
等
を

用
い
て
い
る
方
 

☆
上
記
以
外
の
方
で
発
熱
や
咳
な
ど
比
較
的
軽
い
風

邪
の
症
状
が
続
く
場
合
 

（
症
状
が
４
日
以
上
続
く
場
合
は
必
ず
ご
相
 
談
く

だ
さ
い
。
症
状
に
は
個
人
差
が
あ
り
ま
す
の
で
、
強

い
症
状
と
思
う
場
合
に
は
す
ぐ
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。
解
熱
剤
な
ど
を
飲
み
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

方
も
同
様
で
す
。）

 

（
妊
婦
の
方
へ
）
 

妊
婦
の
方
に
つ
い
て
は
、
念
の
た
め
、
重
症
化
し

や
す
い
方
と
同
様
に
、
早
め
に
新
型
コ
ロ
ナ
受
診
相

談
窓
口
等
に
御
相
談
く
だ
さ
い
。
 

※
島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所
の
開
設
時
間
は
平

日
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時
ま
で
で
す
。
そ
れ
以
外

の
時
間
帯
は
、
都
・
特
別
区
・
八
王
子
市
・
町
田
市

合
同
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
（
０
３
―
５
３
２
０
―
４

５
９
２
）、
つ
な
が
ら
な
い
場
合
は
、
０
９
０
―
４

６
１
３
―
０
７
８
６
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

●
問
合
せ
先
 
総
務
課
総
務
係
 
 ２

―
３
１
１
１
 

   

こ
の
制
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
の
影
響
に

よ
り
生
活
に
困
窮
し
て
お
り
、
支
援
金
が
必
要
な
方

に
速
や
か
な
申
請
を
お
願
い
す
る
た
め
、
各
月
の
申

請
期
限
を
翌
月
末
ま
で
と
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
 

10月
分
の
申
告
書
の
提
出
期
限
は

11月

30日

（
月
）
ま
で
で
す
。
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と

10月
分

の
申
告
を
お
受
け
出
来
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。
な
お
、
上
京
等
事
情
が
あ
っ
て
期
限
ま

で
の
提
出
が
難
し
い
方
は
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
 

●
問
合
せ
先
  総務
課
企
画
政
策
室
 ２

―
３
１
１
１
 

母
島
支
所
庶
務
係
 
３
―
２
１
１
１
 

 

小
笠
原
村
で
は
、
津
波
等
の
災
害
時
の
備
え
と
し

て
保
存
水
を
備
蓄
し
て
い
ま
す
が
、
品
質
保
持
期
限

切
れ
の
保
存
水
の
有
効
活
用
と
し
て
、
村
民
の
皆
さ

ま
に
配
布
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。
 

飲
料
水
と
し
て
は
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
が
、

車
両
の
洗
浄
や
庭
木
の
水
や
り
な
ど
、
ご
家
庭
で
の

生
活
用
水
と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

【
配
布
場
所
】
小
笠
原
村
役
場
 
本
庁
舎
 

【
配
布
日
】

11月
９
日
（
月
）
か
ら
 

※
 
な
お
、
ま
と
ま
っ
た
量
を
ご
所
望
さ
れ
る
場
合

は
、

11月
５
日
（
木
）、
扇
浦
交
流
セ
ン
タ
ー
裏
手

入
口
に
あ
る
防
災
倉
庫
に
て
配
布
を
行
い
ま
す
の

で
、
必
ず
、
総
務
課
総
務
係
あ
て
、
事
前
に
電
話
予

約
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
お
車
で
お
越
し
い
た
だ

く
こ
と
が
可
能
で
す
。
 

●
問
合
せ
先
 
総
務
課
総
務
係
  

２
―
３
１
１
１
 

   

小
笠
原
村
で
は
、
地
震
・
津
波
や
武
力
攻
撃
な
ど

の
災
害
時
に
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
 

ラ
ー
ト
）
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
国
か
ら
の
緊
急
情
報

を
、
防
災
行
政
無
線
を
用
い
て
確
実
に
皆
さ
ま
へ
お

伝
え
す
る
た
め
、
村
内
で
防
災
行
政
無
線
の
試
験
放

送
を
行
い
ま
す
。
 

【
日
時
】

11月
５
日
（
木
）
午
前

10時
頃
 

※
小
笠
原
村
以
外
の
地
域
で
も
、
全
国
的
に
試
験
が

実
施
さ
れ
ま
す
。
 

※
防
災
行
政
無
線
の
放
送
は
、
最
大
音
量
で
の
放
送

と
な
り
ま
す
。
 

●
問
合
せ
先
 
総
務
課
総
務
係
  

２
―
３
１
１
１
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昨
今
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る

状
況
を
踏
ま
え
、
令
和
３
年
１
月
に
予
定
し
て
お
り

ま
し
た
小
笠
原
村
消
防
団
の
出
初
式
は
父
島
・
母
島

共
に
中
止
い
た
し
ま
す
。
 

ご
参
加
を
検
討
さ
れ
て
い
た
方
に
は
申
し
訳
ご
ざ

い
ま
せ
ん
が
、
何
卒
ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。
 

 ●
問
合
せ
先
 小

笠
原
村
消
防
団
事
務
局
 
 

２
―
３
１
１
１
 

  

小
笠
原
消
防
団
は
、
共
に
島
の
安
心
安
全
を
守
っ

て
い
た
だ
け
る
、
意
欲
あ
る
島
民
を
随
時
募
集
し
て

い
ま
す
。
 

【
応
募
資
格
】
小
笠
原
に
住
民
登
録
し
て
い
る

20

歳
以
上
の
健
康
な
方
（
女
性
歓
迎
）
 

一
定
の
額
の
報
酬
と
出
動
の
際
は
手
当
が
支
給
さ

れ
ま
す
。
消
防
活
動
に
必
要
な
制
服
等
は
貸
与
さ
れ

ま
す
。
功
労
・
功
績
が
あ
っ
た
場
合
は
表
彰
さ
れ
ま

す
。
島
の
た
め
に
消
防
団
員
と
し
て
活
動
し
ま
せ
ん

か
。
 

 ●
問
合
せ
先
 小

笠
原
村
消
防
団
事
務
局
 
 

２
―
３
１
１
１
 

  【
実
施
日
程
】

11月

17日
（
火
）
 

【
実
施
時
間
】
午
後
７
時
～
９
時
 

【
実
施
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
 

【
行
政
相
談
委
員
】
 

総
務
大
臣
委
嘱
小
笠
原
地
区
担
当
 
山
田
捷
夫
 

《
住
所
》
小
笠
原
村
父
島
字
奥
村
 

《
電
話
》
０
９
０
―
７
１
７
３
―
６
７
６
８
 

※
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
 

 ●
問
合
せ
先
 
村
民
課
住
民
係
 
 
２
―
３
１
１
３
 

    
今
年
は
、
例
年
開
催
し
て
い
た
芝
税
務
署
主
催
の

年
末
調
整
等
説
明
会
は
開
催
中
止
と
な
り
ま
し
た

が
、
村
が
主
催
し
て
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
 
 

な
お
、
源
泉
徴
収
・
年
末
調
整
等
で
使
用
す
る
用

紙
や
手
引
き
は
、
村
役
場
の
窓
口
や
、
国
税
庁
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
源
泉
徴
収
義
務
者
の
方
」

（
https://www.nta.go.jp/users/ 

gensen/index.htm）
か
ら
入
手
で
き
ま
す
（
複
写

式
の
手
書
き
用
「
給
与
支
払
報
告
書
」
は
、
窓
口
配

布
の
み
で
す
。
必
要
な
種
類
・
枚
数
を
ご
確
認
の

上
、
ご
来
庁
く
だ
さ
い
）。

 

 【
内
容
】
 

①
年
末
調
整
の
し
か
た
・
法
定
調
書
の
作
成
 

②
消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度
・
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
 

【
母
島
】
 

《
日
時
》

11月
30日

（
月
）
 

午
前

10時
～
正
午
 

《
場
所
》
母
島
支
所
２
階
会
議
室
 

【
父
島
】
 

《
日
時
》

12月
１
日
（
火
）
 

午
前
９
時

30分
～
正
午
 

《
場
所
》
村
役
場
２
階
会
議
室
 

 ●
問
合
せ
先
 
芝
税
務
署
  

０
３
―
３
４
５
５
―
０
５
５
１
 

（
自
動
音
声
案
内
に
従
い
２
を
押
し
、
 

 
交
換
手
に
次
の
内
線
番
号
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
）
 

【
源
泉
徴
収
・
年
末
調
整
に
つ
い
て
】
 

 
源
泉
所
得
税
担
当
 
内
線
 
 ３
０
３
２
～
３
５
 

【
法
定
調
書
に
つ
い
て
】
 

 
管
理
運
営
第
１
部
門
 
内
線
 
     １

０
１
２
 

【
消
費
税
に
つ
い
て
】
 

 
法
人
課
税
第
２
部
門
 
内
線
 
     ３

０
２
１
 

財
政
課
税
務
係
 
 
 
 
 
２
―
３
１
１
２
 

 

    
令
和
２
年
分
の
所
得
税
確
定
申
告
か
ら
、
青
色
申

告
特
別
控
除
の
適
用
要
件
が
変
わ
り
、

65万
円
控

除
を
受
け
る
に
は
電
子
帳
簿
保
存
ま
た
は
ｅ
-Ｔ
ａ

ｘ
に
よ
る
申
告
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
 

ｅ
-Ｔ
ａ
ｘ
の
利
用
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

が
必
要
で
す
が
、
普
及
す
る
ま
で
の
暫
定
的
対
応
と

し
て
、
各
税
務
署
が
発
行
し
た
Ｉ
Ｄ
、
パ
ス
ワ
ー
ド

で
も
申
告
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

今
回
、
芝
税
務
署
の
職
員
が
来
島
し
、
Ｉ
Ｄ
、
パ

ス
ワ
ー
ド
の
発
行
受
付
、
ｅ
-Ｔ
ａ
ｘ
の
操
作
説
明

な
ど
を
行
い
ま
す
。
 

ま
た
、
年
末
調
整
等
の
個
別
相
談
も
行
い
ま
す

（「
年
末
調
整
等
説
明
会
」
で
も
質
問
時
間
は
設
け

て
あ
り
ま
す
）。

 

【
内
容
】
 

①
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
の
発
行
受
付
 

（
運
転
免
許
証
な
ど
の
身
分
証
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
）
 

②
ｅ
-Ｔ
ａ
ｘ
の
操
作
説
明
 

③
年
末
調
整
等
に
つ
い
て
の
質
問
、
相
談
（
事
業
者

向
け
）
 

【
母
島
】
※
年
末
調
整
等
説
明
会
と
並
行
で
開
催
 

《
日
時
》

11月

30日
（
月
）
 

午
前

10時
～
正
午
 

《
場
所
》
母
島
支
所
２
階
会
議
室
 

【
父
島
】
※
要
予
約
 

《
日
時
》
①

11月

28日
（
土
）
 

午
後
２
時
～
４
時
 

 
 
 
  ②

11月

30日
（
月
）
 

午
後
４
時

30分
～
６
時

30分
 

《
場
所
》
村
役
場
２
階
会
議
室
 

《
予
約
方
法
》

11月
27日

（
金
）
午
後
５
時
ま
で

に
税
務
係
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

 ●
問
合
せ
先
 
財
政
課
税
務
係
 
 
２
―
３
１
１
２
 

   〇
入
居
の
申
請
の
変
更
に
つ
い
て
 

こ
れ
ま
で
は
随
時
募
集
を
行
っ
て
お
り
ま
し
た

が
、
今
回
よ
り
居
室
が
空
き
ま
し
た
ら
村
民
だ
よ
り

に
て
募
集
を
い
た
し
ま
す
。
 

 

〇
入
居
の
申
請
に
つ
い
て
 

入
居
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
太
陽
の
郷
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。「
老
人
ホ
ー
ム
入
居
申
請
書
」
を
お

渡
し
し
ま
す
の
で
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、
太
陽

の
郷
ま
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
 

既
に
申
込
を
さ
れ
て
い
る
方
で
入
居
を
希
望
さ
れ

る
方
も
太
陽
の
郷
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

【
申
込
締
切
】

11月

15日
（
日
）
 

後
日
、
入
居
審
査
会
を
開
催
し
入
居
の
決
定
を
行

い
ま
す
。
 

※
入
居
審
査
会
で
は
、
介
護
度
お
よ
び
身
体
・
生
活

環
境
・
緊
急
性
等
を
考
慮
し
入
居
者
を
決
定
い
た
し

ま
す
。
 

《
有
料
老
人
ホ
ー
ム
太
陽
の
郷
》
 

 
村
立
有
料
老
人
ホ
ー
ム
『
太
陽
の
郷
』
は
、
生
活

支
援
等
の
サ
ー
ビ
ス
が
つ
い
た
高
齢
者
向
け
介
護
施

設
で
す
。
介
護
サ
ー
ビ
ス
は
、
入
居
者
の
選
択
に
よ

り
村
内
の
訪
問
介
護
等
の
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
な
が
ら
ホ
ー
ム
の
居
室
で
生
活
で
き
ま
す
。
介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
で
対
応
で
き
な
い
場
合
等
は
ホ
ー

ム
職
員
に
よ
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
 

入
居
の
対
象
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

・
村
内
に
居
住
し
て
い
る
者
（
お
お
む
ね

10年
以

上
）
 

・

65歳
以
上
の
者
で
介
護
保
険
法
第

19条
第
１
号

の
規
定
に
よ
り
要
介
護
者
に
該
当
す
る
こ
と
及
び
 

そ
の
該
当
す
る
要
介
護
状
態
区
分
に
つ
い
て
、
村
の

認
定
を
受
け
て
い
る
者
 

・
村
長
が
必
要
と
認
め
た
者
（
居
宅
に
お
い
て
介
護

が
困
難
な
ど
ホ
ー
ム
に
お
い
て
介
護
を
受
け
る
必
要

小
笠
原
村
消
防
団
出
初
式
の
中
止
に
つ
い
て

 

消
防
団
員
募
集

 

年
末
調
整
等
説
明
会
お
よ
び
消
費
税
の
軽
減

税
率
制
度
説
明
会
の
開
催

 

芝
税
務
署
に
よ
る
ｅ
-Ｔ

ａ
ｘ
（
電
子
申
告
）

の
利
用
相
談
お
よ
び
年
末
調
整
等
に
つ
い
て

の
個
別
相
談
に
つ
い
て

 

行
政
相
談
所
の
開
設

 

有
料
老
人
ホ
ー
ム
『
太
陽
の
郷
』
入
居
の
申
請

に
つ
い
て
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性
が
高
い
者
）
 

・
入
居
の
費
用
 

 
入
居
利
用
料
（
居
住
費
２
６
，
０
０
０
円
＋
管
理

費
２
６
，
０
０
０
円
＋
食
費
）
 

※
食
費
は
１
食
５
０
０
円
×
食
事
分
 

 
及
び
サ
ー
ビ
ス
料
(介
護
１
：
１
７
，
１
３
０
円
 

介
護
２
：
１
９
，
２
３
０
円
 

介
護
３
：
２
１
，
３
３
０
円
 

介
護
４
：
２
３
，
４
０
０
円
 

介
護
５
：
２
５
，
５
３
０
円
）
 

 
そ
の
他
、
詳
細
に
関
し
て
は
、
次
の
連
絡
先
に
お

問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
小
笠
原
村
診
療
所
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

 ●
問
合
せ
先
 
小
笠
原
村
診
療
所
医
療
課
 
小
野
寺
 

２
―
３
８
０
０
 

小
笠
原
村
立
有
料
老
人
ホ
ー
ム
太
陽
の
郷
 
木
村
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２
―
３
８
８
１
 

         

11月
９
日
実
施
の
安
全
運
転
管
理
者
等
法
定
講

習
会
に
伴
い
、
同
日
の
小
笠
原
警
察
署
に
お
け
る
交

通
窓
口
業
務
（
運
転
免
許
証
の
更
新
手
続
き
受
付
・

運
転
免
許
証
の
住
所
変
更
・
道
路
使
用
許
可
申
請

等
）
の
受
付
に
つ
い
て
、
急
を
要
す
る
場
合
以
外
は

別
日
で
の
受
付
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
 

 ●
問
合
せ
先
 
警
視
庁
小
笠
原
警
察
署
交
通
係
 

２
―
２
１
１
０
 

    

    

「
や
る
気
が
起
き
な
い
」「
気
分
が
落
ち
込
む
」

「
お
酒
の
問
題
で
困
っ
て
い
る
」
な
ど
、
ご
自
身
や

ご
家
族
で
お
困
り
の
方
に
、
精
神
科
医
に
よ
る
個
別

相
談
及
び
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
に
つ
い
て
の
講
演
会

を
実
施
し
ま
す
。
 

【
個
別
相
談
】
 

日
時
：
母
島
 

11月

29日
（
日
）
午
前
 

 
 
 
父
島
 

11月

30日
（
月
）
午
前
 

12月
１
日
（
火
）
午
前
 

場
所
：
母
島
 
母
島
支
所
 
 
 

 
 
 
父
島
 
島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所
 

【
講
演
会
】
 

テ
ー
マ
：「

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
に
つ
い
て
知
ろ
う

～
正
し
い
知
識
と
対
応
～
」
 

日
時
：
母
島
 

11月

28日
（
土
）
 

午
後
３
時

30分
～
５
時
 

 
 
 
父
島
 

11月
29日

（
日
）
 

午
後
５
時
～
６
時

30分
 

場
所
：
母
島
 
母
島
支
所
 

 
 
 
父
島
 
島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所
 

【
申
込
方
法
】
個
別
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
、
講
演

会
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
島
し
ょ
保
健
所
小
笠

原
出
張
所
ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
 

【
申
込
締
切
】
個
別
相
談
：

11月

13日
（
金
）
 

講
演
会
：

11月

20日
（
金
）
 

※
申
込
多
数
の
場
合
は
、
締
切
日
前
に
締
め
切
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
 
 
 

な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
防
止
の
た

め
、
会
場
に
つ
い
て
は
換
気
等
を
行
い
ま
す
が
、
検

温
、
消
毒
、
マ
ス
ク
着
用
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
 

 

●
申
込
・
問
合
せ
先
 
 

島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所
 
２
―
２
９
５
１
 

  

  【
日
時
】

11月
４
日
（
水
）
 

午
後
４
時
～
６
時
 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室
                          

            

【
相
談
内
容
】
 

○
労
働
条
件
（
労
働
時
間
、
安
全
衛
生
、
賃
金
、
退

職
・
解
雇
な
ど
）
 

○
求
人
求
職
（
求
人
・
求
職
申
込
な
ど
）
 

○
労
災
保
険
（
加
入
、
労
災
給
付
な
ど
）
 

○
雇
用
保
険
（
加
入
、
失
業
給
付
な
ど
）
 

※
当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
方
は
、
電
話

に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。
 

 ●
問
合
せ
先
 小
笠
原
総
合
事
務
所
 
２
―
２
１
０
２
 

     

小
笠
原
在
住
の
小
学
生
・
中
学
生
の
皆
様
が
「
未

来
に
残
そ
う
青
い
海
」
を
テ
ー
マ
に
、
小
笠
原
の
海

を
描
い
て
く
れ
ま
し
た
。「
未
来
に
残
そ
う
青
い

海
・
小
笠
原
海
上
保
安
署
図
画
コ
ン
ク
ー
ル
」
応
募

作
品
の
展
示
会
を
行
い
ま
す
の
で
、
是
非
ご
来
場
下

さ
い
。
 

な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
防
止
の
た

め
、
三
密
で
の
鑑
賞
と
な
ら
な
い
よ
う
、
皆
様
方
の

ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
 

【
内
容
】「
未
来
に
残
そ
う
青
い
海
・
小
笠
原
海
上

保
安
署
図
画
コ
ン
ク
ー
ル
」
 
応
募
作
品

55点
 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
 

（
正
面
入
口
及
び
体
育
館
入
口
付
近
）
 

【
期
間
】

11月
10日

（
火
）
～

15日
（
日
）
 
 

火
～
土
曜
日
：
午
前
９
時
～
午
後
９
時
 

日
曜
日
：
午
前
９
時
～
午
後
５
時
 

 ●
問
合
せ
先
 小

笠
原
海
上
保
安
署
 ２

―
７
１
１
８
 

   
第
二
東
京
弁
護
士
会
主
催
の
電
話
無
料
法
律
相
談

を
島
し
ょ
部
住
民
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。
 

【
相
談
内
容
】
無
料
一
般
相
談
 

【
実
施
日
程
】

11月

27日
（
金
）
 

【
実
施
時
間
】
午
前

10時
～
正
午
 

（
１
件
あ
た
り
概
ね

20分
枠
）
 

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
予
約
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
前
日
ま
で
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

 ●
事
前
予
約
受
付
番
号
 

第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
 

０
３
―
３
５
９
２
―
１
８
５
５
 

●
当
日
相
談
電
話
番
号
 

０
３
―
３
５
８
１
―
２
４
０
７
 

  

東
京
三
弁
護
士
会
主
催
に
よ
る
法
律
相
談
を
開
催

し
ま
す
。
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機

会
を
ご
利
用
下
さ
い
。（

※
予
約
が
必
要
で
す
。）

 

【
相
談
内
容
・
時
間
】
 

無
料
法
律
相
談
（
１
コ
マ

40分
以
内
）
 

※
相

談
の

際
は

マ
ス

ク
の

着
用

に
ご

協
力

く
だ

さ
い

。
 

【
母
島
】
 

《
日
時
》

12月
５
日
（
土
）
午
後
７
時
～
９
時
 

《
場
所
》
母
島
支
所
 

【
父
島
】
 

《
日
時
》

12月
６
日
（
日
）
午
後
５
時
～
７
時
 

《
場
所
》
村
役
場
 

【
予
約
受
付
時
間
】
午
前
９
時

30分
～
午
後
５
時
 

（
土
、
日
、
祝
祭
日
お
よ
び
正
午
～
午
後
１
時
を
除

く
）
 

 ●
問
合
せ
先
・
予
約
電
話
番
号
 

法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
 

０
３
―
３
５
９
５
―
８
５
７
５
 

  

安
全
運
転
管
理
者
等
法
定
講
習
会
に

伴
う
お
願
い
に
つ
い
て
 

保
健
所
・
精
神
保
健
福
祉
巡
回
相
談
に

つ
い
て
 

母
島
巡
回
労
働
相
談
 

未
来
に
残
そ
う
青
い
海
・
小
笠
原
海
上

保
安
署
図
画
コ
ン
ク
ー
ル
展
示
会
の

開
催
 

電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
 

東
京
三
弁
護
士
会
に
よ
る
法
律
相
談
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  ◎
小
笠
原
高
等
学
校
 
授
業
公
開
週
間
 

【
期
間
】

11月
９
日
（
月
）
～

14日
（
土
）
 

【
時
間
】
１
時
限
目
 
午
前
８
時

20分
 

～
６
時
限
目
 
午
後
３
時

20分
終
了
 

※

11月

14日
（
土
）
は
午
前
８
時

20分
～
４
時

限
目
 
午
後
０
時

10分
終
了
 

【
時
間
割
及
び
使
用
教
室
】
当
日
受
付
に
て
配
布
い

た
し
ま
す
。
 

【
そ
の
他
】
 

・
お
車
で
の
御
来
校
は
御
遠
慮
く
だ
さ
い
。
 

・
マ
ス
ク
の
着
用
な
ど
の
感
染
症
対
策
を
し
た
上
で

御
来
校
く
だ
さ
い
 

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た

め
、
保
護
者
・
教
育
関
係
者
の
み
来
校
可
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
御
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

 ●
問
合
せ
先
 

東
京
都
立
小
笠
原
高
等
学
校
 
２
―
２
３
４
６
 

 

    
公
益
財
団
法
人
東
京
都
島
し
ょ
振
興
公
社
で
は
、

島
し
ょ
地
域
の
グ
ル
ー
プ
等
が
、
島
し
ょ
地
域
の
振

興
を
目
的
と
し
て
実
施
す
る
事
業
に
対
し
て
、
そ
の

経
費
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
島

し
ょ
振
興
公
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

【
募
集
期
間
】

12月
１
日
（
火
）
～

21日
（
月
）
 

【
対
象
事
業
】
 

○
地
域
振
興
に
係
る
特
産
品
に
関
す
る
事
業
 

○
地
域
振
興
に
係
る
観
光
振
興
に
関
す
る
事
業
 

○
地
域
振
興
に
係
る
島
お
こ
し
を
担
う
人
材
育
成
に

関
す
る
事
業
 

○
そ
の
他
地
域
振
興
に
資
す
る
事
業
 

【
補
助
対
象
団
体
】
 

○
概
ね
５
名
以
上
（
村
在
住
者
）
で
組
織
さ
れ
、
代

表
者
・
会
則
・
名
簿
等
の
あ
る
団
体
等
 

○
島
し
ょ
地
域
内
に
主
た
る
事
業
所
を
有
す
る
小
規

模
企
業
者
、
組
合
、
財
団
法
人
、
社
団
法
人
、
特
定

非
営
利
活
動
法
人
、
そ
の
他
東
京
都
島
し
ょ
地
域
の

活
性
化
に
資
す
る
取
組
を
行
う
と
認
め
ら
れ
る
法
人

等
 

○
島
し
ょ
地
域
内
の
個
人
事
業
者
 

※
中
小
企
業
、
創
業
予
定
者
は
対
象
外
 

【
補
助
金
額
】
補
助
対
象
経
費
の
５
分
の
４
以
内
で

１
０
０
万
円
を
限
度
と
す
る
。
(特

に
必
要
と
認
め

ら
れ
る
場
合
は
２
０
０
万
円
) 

【
事
業
期
間
】
事
業
開
始
～
令
和
３
年

11月

30日
 

【
募
集
案
内
の
配
布
と
申
請
書
の
提
出
先
】
 

《
父
島
》
総
務
課
総
務
係
 

《
母
島
》
母
島
支
所
庶
務
係
 

 ●
問
合
せ
先
 

東
京
都
島
し
ょ
振
興
公
社
 
企
画
管
理
課
 

 
 
 
 
 
 
 
 
０
３
―
５
４
７
２
―
６
５
４
６
 

総
務
課
総
務
係
 
２
―
３
１
１
１
 

   
 

 

Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル
事
業
の
対
象
か
ら
除
外
さ
れ

て
い
た
東
京
都
が

10月
１
日
か
ら
追
加
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
島
嶼
会
館
も
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル
事
業

に
参
加
致
し
ま
し
た
。
 

 

10月
１
日
以
降
の
宿
泊
よ
り
給
付
金
の
対
象
と

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
予
約
の
際
に
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ

ト
ラ
ベ
ル
で
の
申
し
込
み
と
お
伝
え
下
さ
い
。
ま

た
、
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
の
際
に
は
検
温
や
本
人
確
認
な

ど
を
行
う
た
め
、
通
常
よ
り
多
少
お
時
間
を
頂
く
こ

と
に
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。
 

 
ご
予
定
が
お
決
ま
り
の
方
は
島
嶼
会
館
ま
で
ご
予

約
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
 

【
参
考
料
金
（
１
名
１
泊
シ
ン
グ
ル
）】

 

６
，
０
０
０
円
（
通
常
）
→
３
，
９
０
０
円
（
Ｇ

ｏ
Ｔ
ｏ
利
用
）
 
地
域
ク
ー
ポ
ン
１
，
０
０
０
円

（
レ
ス
ト
ラ
ン
使
用
可
）
 

注
意
：
感
染
の
状
況
等
に
応
じ
て
、
東
京
都
が
給
付

金
の
対
象
外
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

●
問
合
せ
先
 
島
嶼
会
館
 
 

０
３
―
３
４
３
７
―
３
０
６
１
 

     

小
笠
原
村
健
康
診
断
を
下
記
の
と
お
り
実
施
し
ま

す
。
 

感
染
症
対
策
と
し
て
、
以
下
の
こ
と
に
注
意
し
て

実
施
い
た
し
ま
す
が
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
 

・
体
調
の
悪
い
方
は
、
受
診
を
お
控
え
く
だ
さ
い
。
 

・
入
口
で
体
温
測
定
を
行
い
ま
す
。

37度
以
上
の

方
は
再
度
測
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

・
会
場
内
は
換
気
の
た
め
入
口
の
ド
ア
、
窓
な
ど
開

け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

・
会
場
内
で
は
手
指
消
毒
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
 

・
待
ち
時
間
な
ど
極
力
隣
の
方
と
間
隔
を
あ
け
る
よ

う
に
工
夫
い
た
し
ま
す
が
、
会
場
の
広
さ
に
よ
り
、

十
分
な
距
離
を
と
る
こ
と
が
難
し
い
場
合
も
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
会
場
内
で
は
マ
ス
ク
着
用
を
お
願

い
し
ま
す
。
 

・
予
約
時
間
前
に
来
場
さ
れ
た
場
合
は
、
混
雑
緩
和

の
た
め
、
会
場
外
で
お
待
ち
頂
く
事
が
あ
り
ま
す
。
 

・
胃
が
ん
検
診
は
、
今
回

30分
の
枠
の
受
診
者
数

を
少
な
く
し
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
時
間
に
予
約
で

き
な
い
可
能
性
も
あ
り
ま
す
が
、
感
染
症
対
策
の
た

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
 

健
診
受
付
時
間
：
午
前
８
時
～

11時
、
 

午
後
１
時
～
３
時
 
 

※
父
島
の
肺
が
ん
検
診
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
は
午
前
８

時

30分
～
正
午
、
午
後
１
時

30分
～
４
時
（

23

日
は
午
後
１
時
ま
で
）
 

乳
が
ん
検
診
・
子
宮
頸
が
ん
検
診
の
受
付
時
間
は

午
後
４
時
（

23日
は
午
後
３
時
）
ま
で
。
 

                                       

小
笠
原
高
等
学
校
か
ら
の
お
知
ら
せ
 

地
域
振
興
に
係
る
補
助
事
業
の
募
集

（
第
３
回
）
 

島
嶼
会
館
の
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル
 

事
業
参
加
に
つ
い
て
 

第

43回
小
笠
原
村
健
康
診
断

 

＜日時・場所・検査項目＞ 

 

 

 

母島：診療所 父島：地域福祉センター／肺レントゲン撮影は保健所 

11／15（日） 11／16（月） 11／18（水） 11／19（木） 11／20（金） 11／21（土） 11／22（日） 11／23（月） 

午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 

基本

健診 ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

肺が

ん ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

婦人

がん ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
15時

まで 

胃が

ん ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  
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【
内
容
】
 

○
基
本
健
診
（
特
定
健
康
診
査
等
）
 
 

○
そ
の
他
が
ん
検
診
等
（
胃
が
ん
検
診
、
肺
が
ん
結

核
検
診
、
乳
が
ん
検
診
、
子
宮
頸
が
ん
検
診
、
肝
炎

ウ
イ
ル
ス
検
査
、
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
）
 

【
対
象
者
】
年
齢
基
準
日
は
令
和
３
年
３
月

31日
 

《
基
本
健
診
》
 

○

30歳
～

39歳
で
、
村
に
住
所
を
有
す
る
方
（
加

入
さ
れ
て
い
る
保
険
に
よ
っ
て
、
基
本
健
診
の
対
象

で
な
い
方
も
い
ま
す
。）

 

○

40歳
～

74歳
で
、
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

の
方
（
年
度
の
途
中
に
国
保
に
加
入
ま
た
は
脱
退
し

た
方
も
含
む
）
 

○
 後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
の
方
 

○

40歳
以
上
の
生
活
保
護
受
給
者
の
方
 

○
官
公
署
等
の
職
域
健
診
の
対
象
の
方
 

○
協
会
け
ん
ぽ
東
京
支
部
の
被
保
険
者
で

35歳
以

上
の
方
 

○
「
特
定
健
診
受
診
券
」
を
お
持
ち
の
方
で
、
村
役

場
で
の
受
付
を
済
ま
せ
た
方
 

《
そ
の
他
が
ん
検
診
等
》
 

○
胃
が
ん
検
診
・
肺
が
ん
結
核
検
診
（
Ｘ
線
）・
大

腸
が
ん
検
診
 

40歳
以
上
の
方
 

○
喀
痰
検
査
に
よ
る
肺
が
ん
検
診
 

50歳
以
上
の

ハ
イ
リ
ス
ク
な
方
等
 

○
婦
人
科
検
診
（
乳
が
ん
検
診
・
子
宮
頸
が
ん
検

診
）

30歳
以
上
の
方
 

 
事
前
申
し
込
み
を
し
た

20歳
・

25歳
の
方
 

○
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
 

40歳
の
方
 

○
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
 

40歳
以
降
で
５
歳
刻
み

の
節
目
年
齢
の
方
 

※
所
属
さ
れ
て
い
る
事
業
所
で
健
康
保
険
に
加
入
さ

れ
て
い
る
方
で
、
事
業
所
の
実
施
す
る
健
康
診
断
を

受
診
さ
れ
た
方
、
ま
た
は
受
診
す
る
予
定
の
方
は
、

基
本
健
診
の
対
象
者
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

※
基
本
健
診
受
診
対
象
者
で
な
い
方
は
、
住
民
と
し

て
が
ん
検
診
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
基
本
健

診
の
受
診
対
象
者
で
な
い
方
で
、《
そ
の
他
が
ん
検

診
等
》
を
受
診
す
る
方
は
、
受
診
票
の
作
成
が
必
要

な
た
め
、
事
前
に
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

※
職
域
健
診
の
対
象
者
は
年
齢
基
準
が
異
な
る
場
 

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
職
場
の
担
当
者
の
方
に
ご
確

認
く
だ
さ
い
。
 

【
予
約
受
付
期
間
】
 

＊
健
診
を
受
け
る
に
は
予
約
が
必
要
で
す
。
 

11月
２
日
（
月
）
～

13日
（
金
）
 

午
前
８
時
～
午
後
５
時

15分
 

（
正
午
～
午
後
１
時

30分
・
土
日
祝
日
は
除
く
）
 

【
予
約
方
法
】
 

○
父
島
 
村
民
課
福
祉
係
 
電
話
ま
た
は
窓
口
 

母
島
 
支
所
庶
務
係
 
 
電
話
ま
た
は
窓
口
 
 

氏
名
、
年
齢
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号
、
加
入
し

て
い
る
健
康
保
険
の
種
類
、
希
望
の
日
時
・
検
査
項

目
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。
日
時
は
、
時
間
帯
ご
と
に

人
数
制
限
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
希
望
ど
お
り
に
い
か

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

※
胃
が
ん
検
診
を
受
診
さ
れ
な
い
方
は
、
な
る
べ
く

午
後
の
時
間
帯
を
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。
血
液
検
査

の
数
値
は
食
後
の
時
間
を
計
算
し
て
実
施
す
る
の

で
、
午
後
の
受
診
で
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。
 

 【
健
診
受
診
の
注
意
事
項
】
 

○
対
象
者
に
は
、

11月
初
旬
に
受
診
票
を
送
付
い
 
 
 

た
し
ま
す
。
受
診
票
が
届
か
な
い
場
合
は
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
 

○
国
保
年
度
途
中
加
入
者
で
受
診
票
が
届
か
な
い
方
 

は
、
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
 

○
必
要
事
項
を
記
入
し
た
受
診
票
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。
 

○
「
特
定
健
診
受
診
券
」
を
お
持
ち
の
方
は
、
受
診

券
と
保
険
証
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
 

○
今
年
度

40歳
に
な
る
方
は
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検

診
を
実
施
し
ま
す
。
受
診
票
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
 

○
父
島
の
肺
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
は
保
健
所
で
実
施
し

ま
す
。
先
に
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
受
付
を
済
ま
せ
て
か

ら
、
保
健
所
に
行
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。
 

○
予
約
時
間
は
受
付
時
間
の
目
安
で
す
。
受
診
時
間

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
呼
び
出
し
の
順
番
は
予
約
時
間

を
優
先
し
て
い
ま
す
が
、
受
付
時
間
を
過
ぎ
て
し
ま
 

っ
た
場
合
は
、
次
の
予
約
枠
の
方
が
優
先
と
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

○
父
島
の
婦
人
科
検
診
・
胃
が
ん
検
診
は
、
待
ち
時

間
が
１
～
２
時
間
以
上
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
両
検
診
を
同
日
に
受
診
す
る
場
合
は
、
午
前
と

午
後
に
分
け
て
予
約
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
当
日
の

空
き
具
合
に
よ
っ
て
午
前
中
に
両
検
診
を
ご
案
内
で

き
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
 

○
婦
人
科
検
診
に
つ
い
て
、
ク
ー
ポ
ン
券
を
使
っ
て

内
地
で
受
診
し
た
方
、
ま
た
は
受
診
す
る
予
定
の
方

は
、
今
回
の
健
康
診
断
で
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。
 

○
健
診
機
関
及
び
小
笠
原
村
に
よ
る
健
診
に
お
け
る

個
人
情
報
の
取
得
に
関
し
て
は
、
健
診
の
受
付
を
し

た
段
階
で
同
意
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
と
い
た

し
ま
す
。
 

○
健
診
期
間
中
上
京
さ
れ
て
い
る
方
は
、

11月
９

日
～
１
月

29日
ま
で
、「

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
元
氣

プ
ラ
ザ
」
で
受
診
で
き
ま
す
。
受
診
票
が
届
い
て
か

ら
の
申
込
み
と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
 

○
託
児
所
を
設
け
ま
す
の
で
、
お
子
様
連
れ
の
方
は

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

 
《
父
島
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
児
童
遊
戯
室
 

 
《
母
島
》
沖
村
都
住
集
会
所
 

 ●
予
約
申
込
み
・
問
合
せ
先
 

 
《
父
島
》
村
民
課
福
祉
係
 
 
 
２
―
３
９
３
９
 

 
《
母
島
》
母
島
支
所
庶
務
係
 
 
３
―
２
１
１
１
 

  【
対
象
者
】
小
笠
原
村
に
住
民
登
録
し
て
い
る

40歳

以
上
の
方

 

【
検
査
方
法
】
検
便
に
よ
る
便
潜
血
検
査

 

※
２
次
検
査
は
、
内
地
医
療
機
関
で
の
検
査
と
な
り

ま
す
。

 

【
申
込
及
び
配
布
方
法
】

 

次
の
日
に
ち
と
場
所
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

 

【
申
込
・
提
出
日
時
、
場
所
】
 

                           ○
注
意
事
項
 

・
母
島
で
受
け
取
っ
た
容
器
を
父
島
で
使
用
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
仕
事
の
都
合
等
で
父
島
で
受
診

さ
れ
る
場
合
は
、
父
島
健
診
期
間
中
に
改
め
て
申
込

み
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

 ●
問
合
せ
先
 
村
民
課
福
祉
係
 
 
２
―
３
９
３
９
 

 
 
 
 
 
母
島
支
所
庶
務
係
 
 
３
―
２
１
１
１
 

   

大
腸
が
ん
検
診
（
１
次
検
査
）

 

 申込及び配

布日・場所 
採便日 提出日 提出時間 提出場所 

父島 

11月 18日

～23日 

地域福祉 

センター 

11月 22日～

11月 25日 

より 2日間 

11月 23日 13～15時 
地域福祉 

センター 
11月 25日 

9：30～

10：30 

母島 

11月 2日～

13日 

 

母島支所 

11月 14日～

11月 16日 

より 2日間 

11月 15日

か 16日 

8～11時 

13～15時 
母島診療所 

※提出時間厳守でお願い致します。 
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  【
対
象
者
】
小
笠
原
村
に
住
民
登
録
し
て
い
る

50

歳
以
上
で
喫
煙
指
数
（
１
日
の
喫
煙
本
数
×
喫
煙

年
数
）
が
６
０
０
以
上
の
方
 

【
検
査
方
法
】
専
用
容
器
に
３
日
間
の
「
た
ん
」
を

取
り
、
提
出
し
て
い
た
だ
く
だ
け
の
簡
単
な
も
の
で

す
。
採
取
し
た
検
体
は

11月
の
小
笠
原
村
健
康
診

断
の
際
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
 

【
申
込
方
法
】
検
体
容
器
や
質
問
票
な
ど
を
配
布
し

ま
す
の
で
、
直
接
申
込
み
先
ま
で
お
越
し
く
だ
さ

い
。
申
込
み
は
、
代
理
の
方
で
も
結
構
で
す
。
 

【
申
込
み
及
び
容
器
配
布
期
間
】
 

11月
２
日
（
月
）
～

13日
（
金
）
 

 ●
予
約
申
込
み
・
問
合
せ
先
 

 
《
父
島
》
村
民
課
福
祉
係
 
 
 
２
―
３
９
３
９
 

 
《
母
島
》
母
島
支
所
庶
務
係
 
 
３
―
２
１
１
１
 

   
今
年
度
も
引
き
続
き
、
風
し
ん
抗
体
検
査
を
健
康

診
断
の
と
き
に
同
時
に
実
施
い
た
し
ま
す
。
 

【
対
象
者
】
昭
和

37年
４
月
２
日
生
ま
れ
～
昭
和

54年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
男
性
で
、
今
ま
で
風
し

ん
抗
体
検
査
及
び
風
し
ん
予
防
接
種
を
受
け
て
い
な

い
方
。
 

【
申
込
方
法
】
 

①
 
基
本
健
診
を
受
診
さ
れ
る
方
 

今
ま
で
通
り

11月
２
日
か
ら
始
ま
る
予
約
受
付

を
し
て
く
だ
さ
い
。
健
診
会
場
で
ク
ー
ポ
ン
券
を
発

行
し
ま
す
。
 

②
 
基
本
健
診
受
診
対
象
者
で
な
い
方
 

父
島
：
健
診
期
間
中
の
午
後
１
時
～
３
時
ま
で
の

間
に
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

母
島
：
健
診
期
間
中
に
健
診
会
場
（
母
島
診
療

所
）
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

【
持
ち
物
】
ご
本
人
確
認
で
き
る
も
の
（
免
許
証
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
保
険
証
等
）
 

【
検
査
方
法
】
 

・
ご
本
人
確
認
を
し
て
、
ク
ー
ポ
ン
券
と
受
診
票
を

お
渡
し
し
た
あ
と
、
採
血
し
ま
す
。
 

①
の
方
は
、
引
き
続
き
健
康
診
断
を
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。
 

 
②
の
方
は
、
採
血
し
て
終
了
で
す
。
 

 ●
問
合
せ
先
 
村
民
課
福
祉
係
 
 
２
―
３
９
３
９
 

 
 
 
 
 
母
島
支
所
庶
務
係
 
 
３
―
２
１
１
１
 

  

11月
の
定
期
予
防
接
種
の
日
程
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
 

【
父
島
】
 

《
日
時
》

11月
５
日
（
木
）
 

午
後
２
時

30分
～
４
時
 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所
 

【
母
島
】
 

《
日
時
》

11月
５
日
（
木
）
 

午
後
３
時

30分
～
４
時
 

《
場
所
》
母
島
診
療
所
 

○
接
種
可
能
予
防
接
種
 

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
、

四
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
ワ
ク
チ
ン
、
麻
し
ん

風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
、
水
痘
ワ
ク
チ
ン
、
日
本
脳

炎
ワ
ク
チ
ン
、
Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ

ン
（
追
加
接
種
の
み
）、
三
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
（
追

加
接
種
の
み
）
 

 
ロ
タ
ワ
ク
チ
ン
（
定
期
接
種
は
令
和
２
年
８
月
生

ま
れ
以
降
の
方
が
対
象
）
 

＊

11月
か
ら
父
島
は
予
約
制
と
な
り
ま
す
。
前
日

ま
で
に
福
祉
係
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。
 

 ●
問
合
せ
先
 
村
民
課
福
祉
係
 
 
２
―
３
９
３
９
 

 
 
 
 
 
母
島
支
所
庶
務
係
 
 
３
―
２
１
１
１
 

   
対
象
者
の
方
に
は
、
個
別
通
知
を
い
た
し
ま
す
。
 

【
対
象
者
】
４
か
月
、
７
か
月
、

10か
月
、
１
歳

６
か
月
、
２
歳
６
か
月
（
歯
科
健
診
の
み
）、
３
歳

の
乳
幼
児
 

日
時
：

11月

12日
（
木
）
 

受
付
時
間
 
午
後
２
時
～
３
時
 

場
所
：
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室
 

＊
な
お
、
６
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
計
測
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
お
手
数
で
す
が
、
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。（

役
場
で
体
重
測
定
の
み
行
い
ま
す
）
 
 

 ●
問
合
せ
先
 
村
民
課
福
祉
係
 
 
２
―
３
９
３
９
 

 
 
 

  
お
子
さ
ま
の
発
育
を
一
緒
に
確
か
め
ま
せ
ん
か
？

当
日
は
身
長
・
体
重
等
の
測
定
を
行
い
ま
す
。
母
子

手
帳
を
ご
持
参
下
さ
い
。
事
前
予
約
は
不
要
で
す
。
 

対
象
者
：
０
～
６
歳
の
乳
幼
児
 

日
時
：

11月

17日
（
火
）
 

受
付
時
間
 
午
前

10時
～

10時

30分
 

場
所
：
母
島
診
療
所
２
階
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム
 

 ●
問
合
せ
先
 
母
島
支
所
 
 
 
 
３
―
２
１
１
１
 

  

歯
科
衛
生
士
か
ら
歯
の
磨
き
方
や
歯
に
ま
つ
わ
る

お
話
、
フ
ロ
ス
の
使
い
方
、
歯
に
関
す
る
相
談
が
で

き
る
会
を
開
催
し
ま
す
。
も
う
一
度
、
一
緒
に
歯
の

磨
き
方
を
振
り
返
り
ま
せ
ん
か
？
  

対
象
者
：
０
～
３
歳
頃
ま
で
の
お
子
様
と
保
護
者
 

持
ち
物
：
母
子
手
帳
、
い
つ
も
使
っ
て
い
る
歯
ブ
ラ

シ
、
タ
オ
ル
、
筆
記
用
具
 

日
時
：
０
～
１
歳
ク
ラ
ス
 
 

11月

18日
（
水
）
午
前

10時
～

11時
 

 
 
 
２
～
３
歳
ク
ラ
ス
 
 

11月

19日
（
木
）
午
前

10時
～

11時
 

集
合
場
所
：
母
島
診
療
所
２
階
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル

ー
ム
 

事
前
申
し
込
み
：
必
要
 

 ●
予
約
・
問
合
せ
先
 
母
島
支
所
 
３
―
２
１
１
１
 

 

       
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
全
て

予
約
制
と
し
ま
す
。
 

【
事
前
予
約
】
 

平
日
、
午
前
８
時

30分
～
正
午
、
午
後
１
時

30

分
～
４
時
の
間
に
、
電
話
に
て
診
療
所
に
ご
予
約
く

だ
さ
い
。
 

 
診
療
実
施
日
は
休
日
で
も
予
約
受
付
し
ま
す
。
 

【
父
島
】
 

場
所
：
小
笠
原
村
診
療
所
 

日
時
：

11月

29日
（
日
）
～

12月
４
日
（
金
）
 

午
前
９
時
～
正
午
・
午
後
２
時
～
５
時
 

※

11月

30日
･

12月
３
日
は
休
診
で
す
。
 

【
母
島
】
 

場
所
：
母
島
診
療
所
 

日
時
：

12月
６
日
（
日
）・
７
日
（
月
）
 

午
前
９
時
～
正
午
・
午
後
２
時
～
５
時
 

※
７
日
は
午
後
の
み
で
す
。
 

 ●
問
合
せ
先
 
小
笠
原
村
診
療
所
 
２
―
３
８
０
０
 

 
 
 
 
 
 
母
島
診
療
所
 
 
 
３
―
２
１
１
５
 

             

肺
が
ん
（
喀
た
ん
検
査
）
検
診

 

風
し
ん
抗
体
検
査

 

定
期
予
防
接
種

 

乳
幼
児
健
診
・
歯
科
健
診
（
父
島
）

 

乳
幼
児
計
測
会
（
母
島
）

 

育
児
学
級
（
歯
科
の
会
）（

母
島
）

 

耳
鼻
咽
喉
科
専
門
診
療
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11月

の
調
整
金
を
含
む
旅
客
・
貨
物
運
賃
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
翌
月
以
降
の
調
整
金
ま
た
は
、
掲

載
に
な
い
料
金
は
直
接
営
業
所
２
─
２
１
１
１
ま

で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

※
（
 
）
内
は
変
動
調
整
額
と
な
り
ま
す
。
 

                                

    ◎
島
民
割
引
率
 

 
お
が
さ
わ
ら
丸
（
ド
ッ
ク
時
の
代
船
含
む
）
利
用

の
島
民
割
引
が
変
更
に
な
り
ま
す
。
 

 
割
引
率
：
従
来
 
 
片
道

25％
割
引
 
 
→
 
 

改
定
後
 
片
道

30％
割
引
 

（
特
２
等
の
割
引
額
を
限
度
）
 

 
実
施
日
：
令
和
２
年

12月
乗
船
分
よ
り
 

◎
「
燃
料
油
価
格
変
動
調
整
金
(旅

客
・
貨
物
)」

の

改
定
に
つ
い
て
 

 
令
和
２
年
１
月
１
日
よ
り
大
気
環
境
改
善
の
た
め

船
舶
燃
料
油
の
硫
黄
分
濃
度
規
制
（
Ｓ
Ｏ
ｘ
規
制
）

が
全
世
界
的
に
実
施
さ
れ
、
お
が
さ
わ
ら
丸
は
１
月

の
ド
ッ
ク
で
新
し
く
ス
ク
ラ
バ
ー
（
排
ガ
ス
浄
化
装

置
）
の
追
加
設
備
工
事
を
行
い
こ
れ
に
対
応
し
て
お

り
ま
す
。
 

 
一
方
、
追
加
設
備
工
事
に
伴
う
減
価
償
却
費
等
の

コ
ス
ト
上
昇
分
に
つ
い
て
は
、「
環
境
コ
ス
ト
は
社

会
全
体
で
の
負
担
が
必
要
」
と
す
る
国
土
交
通
省
の

方
針
に
沿
っ
て
対
応
す
る
必
要
が
出
て
き
ま
し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
現
在
の
「
燃
料
油
価
格
変
動
調
整

金
」
を
環
境
規
制
対
応
し
た
も
の
に
見
直
し
い
た
し

ま
す
。
 

改
定
幅
：
従
来
算
出
方
法
に
３
ゾ
ー
ン
を
加
算
 

従
来
０
ゾ
ー
ン
の
場
合
→
改
定
後
＋
３
ゾ
ー
ン
 

改
定
日
：

12月
乗
船
・
輸
送
分
（

10月
１
日
発
表

の
燃
料
油
価
格
変
動
調
整
金
）
か
ら
 

 
見
直
し
：
 
年
に
１
回
７
月
に
改
定
幅
を
見
直
し

す
る
。
見
直
し
さ
れ
た
場
合
は
、

12月
乗
船
分
 

（

10月
１
日
発
表
の
燃
料
油
価
格
変
動
調
整
金
）

よ
り
変
更
 

ご
不
明
点
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
小
笠
原
海
運

(株
)運
航
部
ま
で
お
問
合
せ
願
い
ま
す
。
 

 ●
問
合
せ
先
 
小
笠
原
海
運

( 株
) 運
航
部

 

０
３
―
３
４
５
１
―
５
１
８
０
 

  【
期
間
】

12月
４
日
東
京
発
便
～
１
月

30日
東
京

発
便
ま
で
 

【
内
容
】
 

１
．
乗
船
券

35％
割
引
(上
限
１
４
，
０
０
０
円
) 

※
た
だ
し
左
記
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。
 

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
、
②
等
級
変
更
、
③
当
日

購
入
の
乗
船
券
、
④
お
が
ま
る
パ
ッ
ク
 

２
．
代
金

15％
分
の
地
域
共
通
ク
ー
ポ
ン
券
発
行

(上
限
６
，
０
０
０
円
分
) 

※
紙
ク
ー
ポ
ン
券
の
み
の
取
り
扱
い
に
な
り
ま
す
。
 

注
意
：
ク
ー
ポ
ン
券
の
有
効
期
限
は
「
乗
船
日
」
及

び
「
乗
船
翌
日
」
と
な
り
ま
す
。
 

 
乗
船
券
購
入
後
、
取
消
さ
れ
る
場
合
は
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ

ト
ラ
ベ
ル
割
引
適
用
外
と
な
り
、
正
規
の
金
額
で
の

取
消
料
を
頂
戴
す
る
と
共
に
、
必
ず
ク
ー
ポ
ン
券
を

回
収
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

●
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
つ
い
て
の
問
合
せ
先
 
 

小
笠
原
海
運
㈱
 
０
３
―
３
４
５
１
―
５
１
７
１
 

父
島
で
の
ご
予
約
・
問
合
せ
先
 

父
島
営
業
所
 
 
 
 
 ２

―
２
１
１
１
 

                 

   平
素
よ
り
漁
協
の
運
営
に
ご
協
力
頂
き
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
 

近
年
、
イ
セ
エ
ビ
の
資
源
減
少
に
伴
い
、
当
組
合

で
は
資
源
回
復
を
目
的
と
し
て
、
本
年
よ
り
イ
セ
エ

ビ
漁
を
禁
漁
と
し
ま
す
。
 

ご
購
入
を
予
定
し
て
い
た
方
に
は
大
変
ご
迷
惑
を

お
掛
け
致
し
ま
す
が
、
誠
に
勝
手
な
が
ら
本
年
か
ら

暫
く
の
間
、
イ
セ
エ
ビ
の
販
売
は
休
止
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。
 

尚
、
販
売
再
開
に
つ
き
ま
し
て
は
、
改
め
て
ご
案

内
さ
せ
て
頂
き
ま
す
の
で
、
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。
 

 ●
問
合
せ
先
 
小
笠
原
島
漁
業
協
同
組
合
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２
―
２
４
１
１
 

                     

小
笠
原
海
運
か
ら
の
お
知
ら
せ
 

島
民
割
引
率
お
よ
び
燃
料
油
価
格
 

変
動
調
整
金
の
変
更
に
つ
い
て
 

Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
 

イ
セ
エ
ビ
販
売
休
止
の
お
知
ら
せ
 

単位：円 単位：円

等級 大人 学生 小人 15,609 等級 大人 小人

48,020 41,090 24,010 (-319) 4,190 2,100

(-1,480) (-1,260) (-740) 14,531 (+240) (+120)

34,680 27,750 17,340 (-297) 5,030 2,520

(-1,070) (-850) (-540) 13,367 (+290) (+150)

26,130 20,910 13,070 (-273) 等級 A ( 3名用) B ( 2名用)

(-800) (-640) (-400) 1,564

22,930 18,350 11,470 (-32)

(-710) (-570) (-350) 1,164 8,752

等級 村民 村民小人 身障者 (-24) (+304)

39,350 19,680 24,010 8,205

(-1,220) (-610) (-740) (+285)

26,010 13,010 17,340 7,658

(-810) (-400) (-540) (+266)

19,600 9,800 13,070 876

(-600) (-300) (-400) (+30)

17,200 8,600 11,470 661

(-530) (-270) (-350) (+23)

11月の燃料油価格変動調整金

お

が

さ

わ

ら

丸

旅

客

運

賃

貨

物

運

賃

1等品
小

笠

原

海

運

㈱

 

0

3

(

3

4

5

1

)

5

1

7

1

は

は

じ

ま

丸

旅

客

運

賃

伊

豆

諸

島

開

発

㈱

 

0

3

(
3

4

5

5

)

3

0

9

0

1等 2等

2等品

特2等寝台
村民割引

2等往復
3等品

2等寝台
小口

0.1t以下
個室椅子席 5,000 3,000

2等和室
小口

0.075t以下

貨

物

運

賃

1等品

1等 2等品

特2等寝台 3等品

2等寝台
小口

0.1t以下

2等和室
小口

0.075t以下
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                   【
西
島
の
自
然
環
境
】
 

 
西
島
は
、
兄
島
の
西
側
に
位
置
し
、
ウ
ェ
ザ
ー
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
望
む
こ
と
の
出
来
る
、
比
較
的
小

さ
い
無
人
島
で
す
。
 

 
西
島
は
、
固
有
の
陸
産
貝
類
や
昆
虫
類
の
貴
重
な

生
息
場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
ヤ
マ
キ
サ
ゴ

類
や
ノ
ミ
ガ
イ
類
と
い
っ
た
小
型
陸
産
貝
類
が
生
息

し
て
お
り
、
林
床
の
落
ち
葉
の
裏
な
ど
で
多
く
観
察

さ
れ
ま
す
。
加
え
て
、
平
成

20年
に
ノ
ヤ
ギ
が
根

絶
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
植
生
の
回
復
が
確
認
さ
れ

て
お
り
、
オ
ガ
サ
ワ
ラ
ア
ザ
ミ
な
ど
の
固
有
植
物
や

谷
筋
に
は
在
来
植
生
で
構
成
さ
れ
る
林
が
み
ら
れ
ま

す
。
 

そ
の
一
方
で
、
モ
ク
マ
オ
ウ
や
シ
マ
サ
ル
ス
ベ
リ

と
い
っ
た
外
来
植
物
が
優
占
し
た
林
も
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。
特
に
モ
ク
マ
オ
ウ
は
、
落
ち
葉
・
落
ち
枝

が
林
床
に
多
く
堆
積
す
る
こ
と
や
在
来
林
よ
り
も
日

当
た
り
が
よ
い
た
め
、
土
壌
が
乾
燥
す
る
な
ど
、
在

来
の
生
き
物
の
生
育
・
生
息
に
影
響
を
与
え
て
し
ま

う
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
問
題
を

受
け
、
関
係
機
関
や
地
元
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
で
は
、
モ
ク

マ
オ
ウ
を
は
じ
め
と
す
る
外
来
植
物
や
ク
マ
ネ
ズ
ミ

へ
の
対
策
、
ト
ン
ボ
類
の
保
護
を
目
的
と
し
た
ト
ン

ボ
池
の
設
置
と
い
っ
た
、
生
態
系
保
全
の
取
組
を
行

っ
て
い
ま
す
。
 

・
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           【
外
来
植
物
除
去
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
】
 

西
島
の
自
然
環
境
の
現
状
や
取
組
を
、
生
き
物
観

察
や
作
業
を
通
し
て
、
村
民
の
皆
さ
ん
に
よ
り
深
く

知
っ
て
頂
く
た
め
、「
西
島
外
来
植
物
除
去
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
」
の
募
集
を
行
い
ま
す
。
 

日
時
：

11月

28日
（
土
）
 

 
 
 
午
前
８
時
～
午
後
３
時
頃
 

※
天
候
・
海
況
不
良
に
よ
り
、
実
施
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。
 

集
合
・
解
散
場
所
：
宮
之
浜
 

作
業
場
所
：
西
島
の
林
内
 

募
集
人
数
：

15名
程
度
（
事
前
申
込
制
）
 

募
集
期
間
：

11月

20日
ま
で
（
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。）

 

応
募
資
格
：
小
笠
原
村
に
住
所
を
有
す
る
高
校
生
以

上
で
、
帰
島
後
２
週
間
以
上
経
過
し
て
い
る
方
 

内
容
：
西
島
に
お
け
る
外
来
植
物
の
駆
除
作
業
と
生

き
物
観
察
 

※
上
陸
地
点
は
、
ぬ
れ
た
岩
場
の
た
め
足
元
に
は
十

分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

※
滑
り
止
め
の
し
っ
か
り
し
た
靴
（
登
山
靴
・
ス
パ

イ
ク
足
袋
な
ど
）
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。
 

※
作
業
に
必
要
な
軍
手
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
の
こ
ぎ
り

等
は
貸
与
し
ま
す
。
 

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
対
策
と
し

て
、
三
密
の
回
避
や
マ
ス
ク
の
着
用
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。
 

 ●
問
合
せ
先
 環
境
課
自
然
環
境
係
 ２

―
２
２
７
０
 

     

第
３
回
対
策
事
業
で
は
、
集
落
周
辺
の
樹
木
を
中

心
と
し
た
シ
ロ
ア
リ
対
策
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
 
 

こ
の
事
業
で
は
シ
ロ
ア
リ
の
相
談
や
家
屋
の
点

検
、
敷
地
内
の
駆
除
も
無
料
で
行
っ
て
お
り
ま
す
。
 

シ
ロ
ア
リ
か
ら
の
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め

に
は
早
期
の
発
見
が
重
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
是
非

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

な
お
点
検
を
ご
利
用
す
る
場
合
に
は
事
前
に
申
込

み
が
必
要
で
す
の
で
、
左
記
の
問
合
せ
先
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
 

※
家
屋
に
シ
ロ
ア
リ
が
付
き
に
く
く
な
る
防
蟻
処
理

や
家
屋
内
の
シ
ロ
ア
リ
駆
除
に
つ
い
て
は
、
専
門
業

者
に
よ
る
有
料
施
工
と
な
り
ま
す
。
 

【
申
込
期
間
】

11月
２
日
（
月
）
～

27日
(金
) 

【
日
程
】
 

《
母
島
》

11月

27日
（
金
）
 

～

12月
３
日
（
木
）
 

 
 
 
  

12月

24日
（
木
）
 

《
父
島
》

11月

24日
（
火
）
～

26日
（
木
）
 

 
 
 
 

12月
３
日
（
木
）
～

15日
（
火
）
 

 
 
 
 

12月
24日

（
木
）
～

25日
（
金
）
 

 ●
問
合
せ
先
 環
境
課
生
活
環
境
係
 ２

―
２
２
７
０
 

 
          母

島
支
所
庶
務
係
 
３
―
２
１
１
１
 

  

11月
の
開
館
：
お
が
さ
わ
ら
丸
入
港
日
～
出
港

日
、
６
日
、

18～

21日
 

開
館
時
間
：
午
前
８
時

30分
～
午
後
５
時
 

現
在
、
来
館
者
の
み
な
さ
ま
へ
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

防
止
の
た
め
マ
ス
ク
の
着
用
と
手
指
の
消
毒
を
お
願

い
し
、
人
数
・
滞
在
時
間
制
限
や
館
内
の
消
毒
清
掃

を
適
宜
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
 

【
イ
ベ
ン
ト
】
 

11月

15日
（
日
）：

ウ
ッ
デ
ィ
ク
ラ
フ
ト
 

11月

21日
（
土
）：
ハ
カ
ラ
メ
葉
書
づ
く
り
 
 

※
詳
細
は
ポ
ス
タ
ー
に
て
 

【
特
別
展
】
 

■
本
館
 

「
西
之
島
展
～
ど
う
な
る
？
ど
う
な
っ
た
？
西
之

島
」（
仮
）
 

11月

14日
開
催
予
定
 

 
現
在
も
火
山
活
動
を
続
け
る
西
之
島
。
ど
の
よ
う

に
形
成
さ
れ
て
き
た
の
か
？
誕
生
か
ら
現
在
ま
で

と
、
調
査
で
分
か
っ
て
き
た
こ
と
な
ど
を
紹
介
。
 

■
新
館
 
 

 
「
小
笠
原
地
名
展
２
０
２
０
～
島
を
巡
っ
て
由
来

を
知
ろ
う
」
開
催
中
 

ボ
ニ
ン
・
小
笠
原
・
父
島
・
母
島
…
小
笠
原
の
地

名
は
、
歴
史
の
中
で
ど
の
よ
う
に
命
名
さ
れ
、
ど
う

変
わ
っ
て
い
っ
た
の
か
を
写
真
な
ど
を
ま
じ
え
て
展

示
し
て
い
ま
す
。
 

■
オ
ン
ラ
イ
ン
講
演
会
 

「
オ
ガ
サ
ワ
ラ
カ
ワ
ラ
ヒ
ワ
：
日
本
で
最
も
絶
滅

の
危
機
に
あ
る
固
有
の
鳥
」
 
 

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
使
っ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
の
み
の
講
演
会

で
す
。
会
場
は
設
置
し
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
 

【
第
１
回
】
父
島
島
民
対
象
 

日
時
:

11月

13日
(金
)午
後
６
時

30分
〜
９
時
 

参
加
URL: 

https://zoom.us/j/97370923635?pwd=TWh6UT

QzNWpzSnFyY3Q2ZC9sVUZPdz09 

世
界
自
然
遺
産
を
支
え
る
属
島
の
自
然
 

～
西
島
外
来
種
植
物
除
去
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

募
集
～

 

西島で観察された小型陸産貝類 

西島のトンボ池 

シ
ロ
ア
リ
対
策
事
業
（
第
３
回
）

 

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
お
知
ら
せ
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【
第
２
回
】
母
島
島
民
対
象
 

日
時
：

11月

20日
(金
) 午
後
６
時

30分
〜
９
時
 

参
加
URL: 

https://zoom.us/j/93039948693?pwd=RTB0Vm

85eXdMbmF5TnV4ZXdOWllYQT09 

   演
者
:川

口
大
朗
（
ア
イ
ラ
ン
ズ
ケ
ア
）、
川
上
和
人

（
森
林
総
合
研
究
所
）、
齋
藤
武
馬
（
山
階
鳥
類
研

究
所
）、
南
波
興
之
（
日
本
森
林
技
術
協
会
）
ほ
か
 

概
要
:

12月
に
開
催
す
る
保
全
計
画
作
り
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
に
向
け
、
オ
ガ
サ
ワ
ラ
カ
ワ
ラ
ヒ
ワ
の
生
態

や
危
機
的
な
状
況
を
お
伝
え
す
る
機
会
と
し
た
い
。
 

(２
回
の
内
容
は
同
様
) 

主
催
：
オ
ガ
サ
ワ
ラ
カ
ワ
ラ
ヒ
ワ
保
全
計
画
作
り
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
実
行
委
員
会
、
Ｂ
Ｉ
Ｏ
 

協
力
：
公
益
財
団
法
人
 東

京
都
公
園
協
会
 

 ●
問
合
せ
先
 
 
小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
 
 

２
―
３
０
０
１
 

   

国
有
林
の
森
林
生
態
系
保
護
地
域
入
林
簡
易
講
習

会
に
つ
い
て
、
先
月
同
様
、
講
習
資
料
等
を
配
付
し

各
自
で
受
講
し
て
い
た
だ
く
講
習
と
し
、
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
票
等
の
提
出
を
持
っ
て
講
習
修
了
と
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
と
し
ま
す
。
 

つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
１
及
び
２
の
目
的
で
国
有

林
の
森
林
生
態
系
保
護
地
域
に
入
林
さ
れ
る
場
合
、

利
用
講
習
の
受
講
と
入
林
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
、
講
習
資
料
配
付
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
講
習

申
込
み
締
切
日
ま
で
に
、
事
前
に
電
話
で
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。
 

１
 村

民
と
し
て
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
目
的
で
指
定

ル
ー
ト
を
利
用
さ
れ
る
方
（
村
民
レ
ク
簡
易
講
習
）
 

父
島
及
び
母
島
の
国
有
林
内
の
指
定
ル
ー
ト
を
利

用
す
る
た
め
の
簡
易
講
習
資
料
に
よ
り
各
自
受
講
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
指
定
ル
ー
ト
を
利
用
す
る
た
め

に
は
、
講
習
修
了
と
入
林
申
請
に
よ
り
発
行
さ
れ
る

「
年
間
パ
ス
」
の
携
行
が
必
要
で
す
。
 

２
 調

査
・
研
究
及
び
作
業
等
の
目
的
で
入
林
さ
れ

る
方
（
調
査
研
究
簡
易
講
習
）
 

森
林
生
態
系
保
護
地
域
に
お
い
て
、
調
査
・
研

究
、
同
補
助
及
び
作
業
の
目
的
で
入
林
す
る
た
め
に

は
、
簡
易
講
習
資
料
に
加
え
調
査
研
究
講
習
資
料
の

各
自
受
講
と
入
林
申
請
が
必
要
で
す
。
 

※
１
、
２
共
に
有
効
期
間
は
２
年
間
と
な
り
ま
す
。

有
効
期
間
を
過
ぎ
て
引
き
続
き
の
入
林
を
希
望
さ
れ

る
場
合
に
は
、
再
度
講
習
の
受
講
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
 

※
１

、
２

の
事

務
の

流
れ

は
次

の
と

お
り

と
し

ま
す

。
 

①
受
講
希
望
者
は
締
切
日
ま
で
に
電
話
に
て
申
込
み
 

②
講
習
資
料
を
郵
送
に
て
送
付
 

③
講
習
資
料
を
各
自
受
講
し
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
票
等

を
記
載
し
郵
送
 

④
講
習
修
了
書
・
入
林
許
可
書
・
年
間
パ
ス
又
は
腕

章
の
交
付
。
 

◎
父
島
・
母
島
講
習
申
込
み
締
切
日
 

【
締
切
日
】

11月

24日
（
火
）
 

●
問
合
せ
先
 
小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン

タ
ー
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ２

―
３
４
０
３
 

   

令
和
２
年
度
第
１
回
小
笠
原
部
会
を
、
次
の
日
程

で
開
催
し
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
対
策
と
し
ま
し
て
、
傍
聴
人
数
に
制
限
を
設

け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
傍
聴
を
ご
希
望
さ

れ
る
方
は
、

11月

27日
（
金
）
午
後
３
時
ま
で
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

【
小
笠
原
部
会
】
 

日
時
：

11月

30日
（
月
）
午
後
３
時
～
５
時
 

会
場
：
小
笠
原
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
会
議
室
（
父

島
）
 

●
問
合
せ
先
 
小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン

タ
ー
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ２

―
３
４
０
３
 

     
父
島
で
は
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
ヤ
リ
ガ
タ
リ
ク
ウ
ズ

ム
シ
や
ネ
ズ
ミ
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
小
笠
原
に
し

か
生
息
し
て
い
な
い
固
有
の
マ
イ
マ
イ
（
カ
タ
ツ
ム

リ
）
が
絶
滅
の
危
機
に
瀕
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で

も
、
チ
チ
ジ
マ
カ
タ
マ
イ
マ
イ
と
ア
ナ
カ
タ
マ
イ
マ

イ
は
、
父
島
の
一
部
や
巽
島
な
ど
に
わ
ず
か
に
残
る

の
み
で
、
そ
れ
ら
の
地
域
で
も
個
体
数
が
少
な
く
な

っ
て
い
ま
す
。
 

「
マ
イ
マ
イ
里
帰
り
大
作
戦
」
で
は
、
こ
れ
ら
の

種
が
絶
滅
し
な
い
よ
う
、
野
生
環
境
の
下
、
集
団
を

安
定
的
に
維
持
し
て
い
く
た
め
、
飼
育
個
体
を
野
外

に
放
す
計
画
を
立
て
て
き
ま
し
た
。
環
境
省
で
は
、

個
体
の
移
殖
に
備
え
、
こ
れ
ま
で
に
移
殖
予
定
地
の

環
境
調
査
や
生
態
系
へ
の
リ
ス
ク
の
少
な
い
移
殖
手

法
の
検
討
、
有
識
者
へ
の
意
見
聴
取
な
ど
を
実
施

し
、
移
殖
の
た
め
の
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
 

こ
の
た
び
、
小
笠
原
世
界
自
然
遺
産
地
域
科
学
委

員
会
下
部
陸
産
貝
類
保
全
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に

お
い
て
最
終
的
な
助
言
を
受
け
、
日
本
で
は
初
と
な

る
マ
イ
マ
イ
移
殖
の
実
施
が
決
ま
り
ま
し
た
。
 

移
殖
の
作
業
は
、
令
和
２
年

11月
頃
か
ら
開
始

し
、
今
後
継
続
的
に
実
施
し
て
い
く
予
定
で
す
。
そ

の
際
、
生
態
系
へ
の
影
響
な
ど
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結

果
を
踏
ま
え
て
順
応
的
に
移
殖
手
法
も
改
善
し
て
い

き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
取
組
の
詳
細
は
、
次
回
発
行
の

小
笠
原
自
然
情
報
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
で
掲
載
し
ま

す
。
 

●
問
合
せ
先
 
環
境
省
小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所
 

２
―
７
１
７
４
 

    

東
京
都
で
は
、
父
島
の
植
生
回
復
を
図
る
た
め
、

銃
器
に
よ
る
ノ
ヤ
ギ
の
排
除
作
業
を
次
の
日
程
に
お

い
て
行
い
ま
す
。
本
事
業
の
実
施
に
伴
い
、
安
全
確

保
の
た
め
、
国
有
林
指
定
ル
ー
ト
及
び
遊
歩
道
を
通

行
止
め
に
い
た
し
ま
す
。
作
業
当
日
は
、
通
行
止
め

と
な
っ
た
ル
ー
ト
に
は
立
ち
入
ら
な
い
で
く
だ
さ

い
。
御
理
解
と
御
協
力
の
ほ
ど
、
宜
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
 

【
作
業
時
間
】
午
前
６
時
半
～
午
後
３
時
 

【
作
業
区
域
】
ワ
シ
ン
ト
ン
ビ
ー
チ
か
ら
巽
湾
側
に

小
港
ま
で
の
沿
岸
と
そ
の
周
辺
山
域
（
住
宅
地
及
び

東
平
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
を
除
く
。
別
図
参
照
）
 

【
作
業
日
程
及
び
通
行
止
め
ル
ー
ト
】
 

11月
６
日
（
金
）
 

 
①
小
港
～
高
山
・
ジ
ョ
ン
ビ
ー
チ
方
面
遊
歩
道
 

11月

12日
（
木
）
 

 
④
時
雨
山
方
面
指
定
ル
ー
ト
 

11月

13日
（
金
）
 

③
つ
つ
じ
山
方
面
指
定
ル
ー
ト
 

 
④
時
雨
山
方
面
指
定
ル
ー
ト
 

 
⑤
赤
旗
山
方
面
指
定
ル
ー
ト
 

11月

19日
（
木
）
 

 
都
道
上
で
実
施
の
可
能
性
有
り
 

11月

20日
（
金
）
 

 
①
小
港
～
高
山
・
ジ
ョ
ン
ビ
ー
チ
方
面
遊
歩
道
 

11月

21日
（
土
）
 

 
通
行
止
め
な
し
 

11月

26日
（
木
）
 

 
④
時
雨
山
方
面
指
定
ル
ー
ト
 

11月

27日
（
金
）
 

 
通
行
止
め
な
し
 

        ●
問
合
せ
先
 

支
庁
土
木
課
自
然
環
境
担
当
 
 
２
―
２
１
６
７
 

国
有
林
の
森
林
生
態
系
保
護
地
域
入
林
 

簡
易
講
習
会
に
つ
い
て
（
父
島
・
母
島
）
 

銃
器
に
よ
る
父
島
の
ノ
ヤ
ギ
排
除
及
び
 

排
除
に
伴
う
国
有
林
指
定
ル
ー
ト
の
 

通
行
止
め
に
つ
い
て
 

日
本
初
挑
戦
・
マ
イ
マ
イ
里
帰
り
大
作
戦
 

―
カ
タ
マ
イ
マ
イ
属
２
種
の
巽
島
へ
の
移
殖
 

に
つ
い
て
 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
護
地
域
部
会
 

（
小
笠
原
部
会
）
の
開
催
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海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
 
そ
の

234 

 

―
長
い
苦
難
と
繋
が
れ
る
命
―
 

 

10月
上
旬
、
大
村
海
岸
か
ら
移
植
し
た
今
年
最

後
の
卵
が
ふ
化
し
ま
し
た
。
小
笠
原
で
の
カ
メ
た
ち

の
繁
殖
活
動
は
、
つ
い
に
終
わ
り
を
迎
え
た
よ
う
で

す
。
今
年
は
大
村
海
岸
で
は
、
２
０
４
巣
が
確
認
さ

れ
、、
約
１
万
頭
の
子
ガ
メ
が
生
ま
れ
て
き
ま
し

た
。（
他
の
海
岸
で
の
結
果
は
ま
た
後
程
に
）
１
万

頭
と
い
う
と
非
常
に
多
い
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、
再

び
小
笠
原
に
、
大
人
に
な
っ
て
帰
っ
て
く
る
の
は
１

～
２
頭
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
こ
こ
ま
で
の
数

と
な
っ
て
し
ま
う
の
で
し
ょ
う
か
？
そ
れ
は
、
生
ま

れ
て
き
た
子
ガ
メ
た
ち
が
晒
さ
れ
る
、
厳
し
い
自
然

環
境
が
背
景
に
あ
る
の
で
す
。
 

 
卵
か
ら
産
ま
れ
た
子
ガ
メ
た
ち
は
、
産
卵
巣
を
出

る
と
、
光
を
頼
り
に
海
を
目
指
し
ま
す
。
し
か
し
こ

の
間
で
、
ま
ず
砂
に
潜
む
ス
ナ
ガ
ニ
に
狙
わ
れ
ま

す
。
彼
ら
は
カ
メ
が
大
好
物
で
、
子
ガ
メ
を
見
つ
け

る
と
素
早
く
捕
ら
え
、
巣
へ
と
引
き
ず
り
こ
ん
で
食

べ
ま
す
。
 

 
無
事
に
広
い
海
へ
旅
立
つ
こ
と
が
で
き
た
と
し
て

も
安
心
は
で
き
ず
、
更
に
天
敵
が
増
え
ま
す
。
例
え

ば
、
サ
メ
や
ロ
ウ
ニ
ン
ア
ジ
の
よ
う
な
大
型
で
、
素

早
い
魚
に
と
っ
て
、
子
ガ
メ
は
格
好
の
獲
物
と
な
る

で
し
ょ
う
。
た
と
え
難
を
逃
れ
た
と
し
て
も
、
エ
サ

に
あ
り
つ
く
こ
と
が
で
き
ず
、
飢
え
て
死
ん
で
し
ま

う
子
も
少
な
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

 
こ
の
他
、
航
行
す
る
船
に
衝
突
す
る
事
故
に
あ
っ

て
し
ま
っ
た
り
、
海
に
浮
か
ぶ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
で
傷

つ
い
た
り
、
身
動
き
が
取
れ
な
く
な
っ
て
死
ん
だ
カ

メ
が
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
介
し
て
昨
今
注
目
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
、
大
き
く
成
長
し
た
カ
メ
が
、
人
間
活
動

に
よ
っ
て
命
を
落
と
す
例
も
見
ら
れ
ま
す
。
 

 
こ
の
よ
う
に
、
降
り
か
か
る
様
々
な
苦
難
を
乗
り

越
え
て
、
約

40年
後
（
大
人
に
な
る
の
に
こ
れ
だ

け
か
か
り
ま
す
）、

小
笠
原
に
カ
メ
た
ち
は
帰
っ
て

き
て
い
る
の
で
す
。
そ
ん
な
長
い
時
間
を
か
け
て
繋

が
れ
、
旅
立
っ
て
行
っ
た
命
の
バ
ト
ン
は
奇
跡
に
近

く
、
１
頭
１
頭
が
、
非
常
に
尊
い
存
在
な
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
 

―
村
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
―
 

 
ウ
ミ
ガ
メ
の
調
査
や
飼
育
業
務
の
村
民
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
月
１
回
で
も
構
い
ま
せ

ん
の
で
興
味
の
あ
る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

●
問
合
せ
先
 
小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー
 

２
―
２
８
３
０
 

（
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
バ
ー
ラ
ス
テ
ィ
ン
グ
・
ネ
イ

チ
ャ
ー
) 
Ｈ
Ｐ
 
 
https://bonin-ocean.net 

 「
ま
も
な
く
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
が
や
っ
て
き
ま
す
！
」
 

  
今
年
も
間
も
な
く
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
季
節
が
や
っ

て
き
ま
す
。
北
半
球
の
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
は
、
夏
場
は

エ
サ
と
な
る
動
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
や
小
魚
が
豊
富
な

北
の
冷
た
い
海
で
過
ご
し
、
冬
場
は
南
の
暖
か
い
海

で
繁
殖
や
子
育
て
を
行
い
ま
す
。
彼
ら
の
繁
殖
海
域

の
一
つ
で
あ
る
こ
こ
小
笠
原
で
は
、
毎
年

12月
か

ら
翌
５
月
が
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
来
遊
シ
ー
ズ
ン
と
な

り
ま
す
。
そ
れ
に
先
立
ち
、
例
年
、

11月
中
に
は

シ
ー
ズ
ン
最
初
の
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
（
初
ザ
ト
ウ
）
の

目
撃
情
報
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。
昨
シ
ー
ズ
ン
は
、

11月

27日
に
、
父
島
入
港
前
の
お
が
さ
わ
ら
丸
船

上
か
ら
初
ザ
ト
ウ
の
目
撃
情
報
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
 

小
笠
原
と
同
様
に
、
ハ
ワ
イ
で
も
冬
か
ら
春
に
か

け
て
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
が
見
ら
れ
ま
す
。
ハ
ワ
イ
へ
の

ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
来
遊
は
小
笠
原
よ
り
も
一
足
早

く
、
今
シ
ー
ズ
ン
も
、

10月
８
日
に
マ
ウ
イ
島
付

近
で
初
ザ
ト
ウ
が
目
撃
さ
れ
た
よ
う
で
す
。
こ
の
原

稿
を
書
い
て
い
る

10月
下
旬
、
小
笠
原
で
の
初
ザ

ト
ウ
の
報
告
は
ま
だ
あ
り
ま
せ
ん
。
今
シ
ー
ズ
ン
の

初
ザ
ト
ウ
の
報
せ
が
待
ち
遠
し
い
で
す
ね
。
初
ザ
ト

ウ
の
来
遊
が
確
認
さ
れ
る
と
、
Ｂ
し
っ
ぷ
の
前
に
鯨

の
ぼ
り
が
掲
げ
ら
れ
ま
す
の
で
、
Ｂ
し
っ
ぷ
前
を
通

る
と
き
は
ぜ
ひ
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
。
 

Ｏ
Ｗ
Ａ
で
は
、
皆
様
か
ら
の
ザ
ト
ウ
ク
ク
ジ
ラ
情
報

を
募
っ
て
お
り
ま
す
。
も
し
こ
の
時
期
、
ザ
ト
ウ
ク

ジ
ラ
を
発
見
さ
れ
た
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た

ら
、
ぜ
ひ
Ｏ
Ｗ
Ａ
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
そ
れ
が
、
今
シ
ー
ズ
ン
の
初
ザ
ト
ウ
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
 

              ●
問
合
せ
先
 
 一
般
社
団
法
人
小
笠
原
ホ
エ
ー
ル

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
協
会
   

 
 
 
 
２
ー
３
２
１
５
 

 マ
イ
マ
イ
の
イ
マ
  

第
六
十
七
貝
「
マ
イ
マ
イ
の
人
」
 

 

こ
の
島
の
マ
イ
マ
イ
の
こ
と
を
何
も
知
ら
な
か
っ

た
私
が
マ
イ
マ
イ
の
飼
育
を
始
め
て
５
年
目
に
な
り

ま
し
た
。
島
固
有
の
マ
イ
マ
イ
た
ち
に
出
会
い
、
愛

着
が
湧
い
て
か
ら
は
、
マ
イ
マ
イ
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ス
タ

ン
プ
を
作
っ
て
み
た
り
、
マ
イ
マ
イ
ス
テ
ッ
カ
ー
や

バ
ッ
ジ
を
作
っ
て
み
た
り
。「
カ
タ
ツ
ム
リ
っ
て
気

持
ち
悪
い
」
と
い
う
印
象
を
変
え
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
 

日
本
に
は
約
８
０
０
種
類
も
の
カ
タ
ツ
ム
リ
が
い

て
、
そ
の
う
ち
１
０
０
種
類
以
上
が
小
笠
原
に
生
息

し
、
さ
ら
に
そ
の
９
割
以
上
が
小
笠
原
の
固
有
種
で

す
。
こ
ん
な
小
さ
な
島
が
マ
イ
マ
イ
ア
イ
ラ
ン
ド
と

は
、
本
当
に
す
ご
い
こ
と
で
す
。
父
島
で
は
野
生
の

固
有
マ
イ
マ
イ
た
ち
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
遺
産
セ
ン
タ
ー
で
は
見
ら
れ

ま
す
！
母
島
で
は
ま
だ
ま
だ
野
生
で
見
ら
れ
ま
す
！

カ
タ
ツ
ム
リ
に
塩
を
か
け
て
遊
ん
で
い
た
あ
な
た

も
、
何
も
ふ
り
か
け
ず
に
じ
っ
く
り
観
察
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。
小
さ
な
黒
い
目
が
体
の
内
側
か
ら
ニ
ョ

キ
っ
と
出
て
く
る
の
が
見
え
た
り
、
黄
色
い
お
花
を

モ
グ
モ
グ
食
べ
る
と
黄
色
の
欠
片
が
頭
の
真
ん
中
を

通
っ
て
い
る
の
が
透
け
て
見
え
た
り
。
観
察
す
る
た

び
に
発
見
が
あ
り
、
か
わ
い
く
見
え
て
き
ま
す
。
友

人
に
キ
モ
い
と
言
わ
れ
よ
う
と
も
、
私
は
め
げ
ず
に

マ
イ

マ
イ

の
写

真
や

動
画

を
撮

り
ま

く
っ
て

い
ま

す
。
 

全
く
未
知
の
世
界
だ
っ
た
マ
イ
マ
イ
は
、
今
で
は

私
の
身
近
な
存
在
で
す
。
こ
の
村
民
だ
よ
り
に
マ
イ

マ
イ
の
イ
ラ
ス
ト
を
描
く
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、

以
前
よ
り
さ
ら
に
「
マ
イ
マ
イ
の
人
」
と
認
識
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。「

村
民
だ
よ
り
見
た
よ
。」

「
イ
ラ
ス
ト
可
愛
い
ね
。」

と
言
っ
て
く
れ
た
皆
様

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
月
で
私
の
描
く
イ

ラ
ス
ト
は
最
後
と
な
り
ま
す
が
、
イ
ラ
ス
ト
た
ち
が

小
笠
原
の
マ
イ
マ
イ
を
少
し
で
も
多
く
の
方
に
知
っ

て
も
ら
う
小
さ
な
小
さ
な
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
た

ら
嬉
し
い
で
す
。
 

視
野
を
広
げ
て
色
々
な
も
の
に
興
味
を
持
つ
と
、

自
分
の
世
界
が
よ
り
一
層
楽
し
く
な
り
ま
す
。
 

          【
文
・
イ
ラ
ス
ト
】
橋
本
愛
 

●
問
合
せ
先
 
教
育
委
員
会
 
 
２
―
３
１
１
７
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健康診断には、基本健診とがん検診があります。「基本健診」は、身体計測、血液検査、尿検

査等で生活習慣病のリスクを発見します。また、「がん」は以下の検診で早期発見し、早期治療

することで、治すことのできる病気です。１年に１回は「基本健診」と「がん検診」による定期

的なチェックを受けましょう。予約開始は 11 月 2 日（月）からです。  

            詳細は健康・保健のコーナーをご覧ください。 

 

 

 

 
 

         

                       

                                 

                                 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

項目 対象者 どんな検査？ どんな病気？ 

胃がん 
胃内視鏡検査 
40 歳以上 内視鏡（胃カメラ）を口から挿入

し、食道、胃、十二指腸を直接観

察します。 

日本人がかかりやすいがん

だが、比較的治りやすいがんの

一つ。早期発見・早期治療が重

要。 

大腸がん 
 

便潜血検査 

40 歳以上 ２日分の便を調べて、便に血が

混じっているかどうか調べま

す。 

男性がかかりやすいがん

で、５０歳代から増え始める。治

療しやすいが、患者数は増加傾

向にある。 

肺がん 
 

胸部Ｘ線検査のみ 
40 歳以上 
胸部Ｘ線検査・喀痰検査 

50 歳以上で喫煙指数※１

が600以上の方 

胸部X線検査は、息を大きく吸

い込み肺を膨らませて、肺のレ

ントゲン写真を撮ります。 

喀痰検査は、３日分の痰を調べ

てがん細胞がないか調べます。 

もっとも死亡者数が多いが

んのため、検診による早期発見

が非常に重要。男性喫煙者が肺

がんになる確率は非喫煙者の 

４.５倍になる。 

子宮 

(頸)がん 

視診 細胞診 内診 

20 歳、25 歳、 

30 歳以上の女性 

視診は、膣鏡で、子宮頸部を観

察します。細胞診は、子宮頸部

をやさしくこすり、細胞を採取

します。 

ヒトパピローマウイルス(HPV)

が原因で発症し、年間約１万人

がかかる。３０～４０歳代に

多いがん。 

乳がん 
視触診 超音波検査 

３０歳以上の女性 
※マンモグラフィは、内地での

み実施(無料クーポン券の申し

込み必要) 

視触診は、ある程度の大きさの

がんの発見に限られるため、超

音波（エコー）検査を行います。 

皮膚にゼリーを塗って、胸に超

音波をあてます。 

３０歳代から増えはじめ、日本

人女性の１２人に１人がか

かる。治りやすいがんの一つだ

が、転移しやすく、油断のできな

いがん。 

― 村 民 課 福 祉 係— 

—  第 2４９号 ― 

クジラの伝言板 

 
 

村民課福祉係 

 2－3939 

保健師：日本人の２人に 1 人が「がん」にかかっています。そして３人に 1 人が「がん」で亡くな

っています。自覚症状がないのに「がん」が進行している場合もあるので、定期的な検診

で早期発見・早期治療をしましょう。 

クジラ：自覚症状がなくても受診することが大切なんだね。さっそく申し込みしよう！  

保健師：申し込みお待ちしています。 

※１ 喫煙指数は、1日の喫煙本数×喫煙年数で計算されます。（例：１日20本を20年吸っていた場合・・・20×2０=4００） 

小笠原村「がん検診」の対象者 

☆小笠原村に住民票がある方 

 職域（職場）検診の方は対象年齢が下記と異なるため、職場の担当者にご確認ください。 

※小笠原村健康診断の受診対象者でない方で「がん検診のみ」受診の方は、受診票作成が必要

なため、早急に福祉係・母島支所へ申し込みをしてください。 

  

１年に１回の健康診断の季節です

 

 

 

 



入港日 インフルエンザ予防接種（父島）

出港日
行政相談所の開設

シロアリ対策事業（第３回）申込期間（～27日） 乳幼児計測会（母島）

眼科専門診療（父島）（～6日）
第43回小笠原村健康診断（父島）（～23日）

育児学級（歯科の会）（母島）（～19日）

村ノヤギ駆除

出港日 インフルエンザ予防接種（母島）
母島巡回労働相談 都ノヤギ排除

防災行政無線による全国一斉の緊急情報伝達試験 都ノヤギ排除/インフルエンザ予防接種（父島）

定期予防接種 講演会「アルコール依存症について知ろう～正しい知識と対応～」申込〆切

村ノヤギ駆除 西島外来植物除去ボランティア募集〆切
オンライン講演会「オガサワラカワラヒワ：日本で最も絶滅の危機にある固有の鳥」（母島）

都ノヤギ排除 インフルエンザ予防接種（母島）

都ノヤギ排除

入港日 入港日
公認心理師による子育てセミナー（母島）

公認心理師による子育て個別相談（母島）（～8日）

令和２年度高圧ガス・液化石油ガス国家試験 原付免許実技講習
公認心理師による子育て個別相談（父島）（～10日）

眼科専門診療（母島）（～9日）/インフルエンザ予防接種（父島）

公認心理師による子育てセミナー（父島） シロアリ対策事業（第３回）（父島）（～26日）

保存水の配布/小笠原高等学校授業公開週間(～14日) 国有林の森林生態系保護地域入林簡易講習会申込〆切

安全運転管理者等法定講習会

出港日 出港日
インフルエンザ予防接種（父島）
未来に残そう青い海・小笠原海上保安署図画コンクール展示会（～15日）

村民相談 都ノヤギ排除

村ノヤギ駆除

インフルエンザ予防接種（母島） 都ノヤギ排除/インフルエンザ予防接種（父島）

乳幼児健診・歯科健診（父島） 小笠原諸島森林生態系保護地域部会（小笠原部会）申込〆切

都ノヤギ排除 芝税務署によるｅ-Ｔａｘ（電子申告）の利用相談および年末調整等の個別相談予約〆切(父島)

シロアリ対策事業（第３回）（母島）（～12/3）/電話による無料法律相談

インフルエンザ予防接種（父島） 入港日
保健所・精神保健福祉巡回個別相談申込〆切 子ども茶道教室/講演会「アルコール依存症について知ろう～正しい知識と対応～」（母島）

オンライン講演会「オガサワラカワラヒワ：日本で最も絶滅の危機にある固有の鳥」（父島） 西島外来植物除去ボランティア/電話による無料法律相談

都ノヤギ排除 芝税務署によるｅ-Ｔａｘ（電子申告）の利用相談および年末調整等の個別相談(父島)

入港日 保健所・精神保健福祉巡回個別相談（母島）

講演会「アルコール依存症について知ろう～正しい知識と対応～」（父島）

耳鼻咽喉科専門診療（父島）
第43回小笠原村健康診断（母島）（～16日） 小笠原村緊急生活支援金10月分の申告期限

日商簿記検定 小笠原諸島森林生態系保護地域部会（小笠原部会）

有料老人ホーム『太陽の郷』入居申込〆切 保健所・精神保健福祉巡回個別相談（父島）

年末調整等説明会および消費税の軽減税率制度説明会(母島)

芝税務署によるｅ-Ｔａｘ（電子申告）の利用相談および年末調整等の個別相談(父島・母島)
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個人住民税(村・都民税)(第３期）、国民健康保険税(第３期)、
介護保険料(第３期)および後期高齢者医療保険料(第２期)の納期限

16 月

2

1 日

日付曜日 行　事　予　定日付曜日 行　事　予　定

文化の日

勤労感謝の日


